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　症例は 33歳，男性．2014年 3月に，Brugada症候群の診断にて植込み型除細動器（ICD）植込み

を施行された．6月末から計 6回のショック作動を認め，キニジン抵抗性であったため，カテーテル

アブレーション目的に紹介となった．全身麻酔下にアブレーションを施行した．まず CARTO3®シス

テムを用いて，洞調律下に右室心内膜の voltage mapおよび late potential（LP）mapを作成した．

右室心内膜側には低電位領域や LPを認めなかった．右室心尖部からのプログラム刺激にて心室細動

が誘発されるため，心外膜の器質への介入を行った．心窩部より心嚢穿刺を行い，心外膜側の

voltage mapおよび LP mapを作成した．右室流出路心外膜側において広範囲に遅延電位領域を認

め，中心部では持続時間 120 msec以上の fractionated potentialが記録された．Hilbert Huang 

Transform（HHT）解析を用いて，高い周波数を持つ電位領域（high frequency potential）の同定（図：

UDM : user defined map）を行った．イリゲーションカテーテルを用いて同部位の焼灼を行ったと

ころ，心室細動は誘発不能となった．術後，胸部誘導における ST上昇は改善した．HHT解析は洞調

律下における high frequency potentialの定量化が可能であり，エレクトリカルストームを呈した

Brugada症候群患者の致死的不整脈抑制に有効な手法であった．
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図　右室心外膜側におけるUDM
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